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12月23日から実施した (1月l日一3日を除く。定員10名) 0 10時45分から約1
時間、展示水槽とパックヤードを案内し、計77人が参加した。
1月 9日 元気工房(株)に、水族館の写真3枚を提供した。 r水族館を丸ごと楽
しめる本J (仮題)に収録・掲載するため。

















ックヤードを案内する f裏側ツアーJ(10: 30-11 : 00、定員10名)と展示












10月12日 ラカン(イベント情報誌)に、 「パックヤード体験学習J (和歌山県
教育委員会主催「きのくに県民カレッジj の連携講座に登録したイベン
ト)の実施案内が掲載された。
10月13日・ 26日 「紀の国ふれあいパス」一行40人 (13日)、 38名 (26日) (海南市内海
生きがい教室)を、それぞれ2班に分けて案内した。





11月 4日 ジェーフイツシュ(クラゲのメーリングリスト)臨海実習一行 (15名)を
案内した。











アーJ(10: 45~11 : 15、定員10名)とパックヤードを案内する「裏側ツア

















































1月18日 クラゲの写真パネル (180cmX46cm、2枚、 12枚の写真を貼り付け)
を、 75周年記念写真展の跡の壁面に再掲示した。






















1月30日 ナヌカザメ雌 (407号水槽、全長約1m) がl卵を産んだ。前年7月20日に
この水槽で始めて産卵して以来、合計20個になる。卵は407号水槽に吊る
したヤギの骨格に巻きつけて展示中《この水槽ではオス1尾(全長約90
cm) が同居している。その後、年末までに 1~3個の卵を 11回、計 18個産
んだ。この水槽では、水温を年中 15~160Cに維持している。










5. 15 kg。周年 15~16"Cを維持した 407号水槽で飼育展示していたもの。収
集年月日は不明。



















4月 1日 オオサルパ(体長18cm、体幅9cm) を、真鍋撃さん(白浜町)から受
贈し標本にした。田尻の磯で浮遊していたところを捕獲したとのこと。





























5月 6日 アミメノコギリガザミ 1個体(雄、甲幅18cm) を、中村和彦さん(由良
町)から受贈した。由良湾(水深3m) で捕獲したもの。









(l 8~28cm) を 411-1号水槽へ移した。

























































8月 l日 サツキハゼ、44個体(全長約6cm) を402号水槽(r藻場J)に展示し
た。これに伴い、本種を捕食すると思われるメバル39尾(全長12-15cm)
とクジメ 2尾(全長18.5、20cm) を予備水槽へ移した。
8月 2日 ナヌカザメの幼魚l個体 (7月14日生まれ。全長22cmに成長)を302号水
槽内に吊り水槽を設置して展示した。 8月16日にも l尾が解化し、この吊
り水槽に移した。








8月17日 マツダイ 1尾(全長約5cm) ・ナンヨウツバメウオ4尾(全長4一7cm)
を、 303号水槽に仕切りをして枯れ葉や枝と共に展示し、 「枯れ葉擬態J
というテーマの区画を作った。









9月 4日・ 5日 305号水槽の展示変更(r形の変わった魚」からけ1と海を行き来する
エビ類J)に伴い、漏水する総ガラス水槽 (200c皿x100cm X 60cm) からマ
クロボード製の水槽 (180cmX 60cm X 50cm) に交換し、水深30c皿の半水位
にして展示することにした。
9月 5日 サンゴタツl尾(高さ約6cm) を、真鍋喜代治さん(白浜町)から受贈
した。綱不知湾で捕獲したもの。 303号水槽内の吊り水槽へ展示した。
9月 7日 へソアキクボガイ(殻径1-1.5cm) を、ガラス面などの付着藻類を駆除
する目的で201~220号水槽本体へ各7個体ずつ、またそれらの水槽内の吊
り水槽やポケット水槽へ3個体ずつ収容した。
























10月31日 ソウシハギ2尾を、 224号水槽と 402号水槽でイソギンチャク駆除の役目
を終えたことから、今度は101号水槽内に設置した「幼魚育成いけすlと
226号水槽へ移した。
11月 l日 ニシキウミウ シとホンドオニヤドカリを、田名瀬英朋さん(白浜町)
から受贈した。南部町堺漁港のエビ刺網にかかったもの。
11月 7日・ 14日 409~411-3 号水糟(魚類のみを展示している 6 個の水槽)を、底砂洗
浄などの大掃除を行った。また、いくつかの種では予備水槽の魚と交換
した。

















12月 6日・ 7日 コガネスズメダイ (410-2・3号水槽)にビブリオ症が確認されたため、
殺菌剤を浸透させたオキアミを与えた。

































































































ヤツデスナヒトデl個体 (215号水槽)が、 8: 30ごろ、砂上で腕をくね
らせ、腕の先端に近い部分から放精しているのを目撃した。水槽はすぐに
白濁した。
ヒダベリイソギンチャク 1個体 (302号水槽。周年約160C)が15時ごろ
放精していた。
ハナデンシャにチピクモヒトデを与えたところ、 l個体を食べた。
ヒユサンゴ (201号水槽)の肉質部の分裂が完了し、 2個体となった
が、骨格は分離していない。
ツノダシl尾(全長14c皿)を、すでにツノダシl尾(全長16cm) のいる
403号水槽(水量24.4rrr) に追加収容したところ、まもなく古参者が新参
者を激しく追い回し、鰭を損傷させたので、新参者を救出した。
イラ(全長38.6cm)が、 410-2・3号水槽(水量6.6rrr) でタキベラ(全
長約40cm) との闘争に敗れて死亡した。
オニイソメ (204号水槽のポケット水槽で2000年7月から展示中)の体
長を、ガラス越しに銅線を沿わせて測定したところ、約120cmあった。
モンガラカワハギ2尾(全長22cmと全長26c皿)を408号水槽(l1rr) に
12月21日から同居させてみたが、明らかな闘争は見られていない。
12月23日-1月 9日 冬休み期間中、小人(小・中学生)の入館料を無料とした。
1月10日 水族館開設75周年記念歴史写真展を終了し、写真パネルを撤収した。
1月20日 水族館飼育担当の技術職員公募が、京都大学公式ウェブサイトに掲示
された。
2月 8日 第2水槽棟電気室屋上の防水シートが強風によりめくれて破れ、またこ
の屋上に出入りするための鉄扉が腐食により脱落した。それぞれ応急処
18 
置を施した。
2月24日 第l水槽棟の耐震検査が行われた。
3月 6日 技術職員(水族館飼育担当)の面接試験が行われた。
3月25日-4月 9日 春休み期間中、小人(小・中学生)の入館料を無料とした。
3月31日 田名瀬英朋元助手が、派遣社員としての業務を終了した。
4月 1日 加藤哲哉元教務補佐員が技術職員として採用された。おもに飼育展示
業務を担当する。
5月23日 展示および普及活動小委員会を開いた。
5月29日 水族館検討会を開いた。
6月20日・ 21日 加藤哲哉技術職員が、日本動物園水族館協会第72回近畿ブロック飼育
係研修会(二見シーパラダイス)に参加し、 「京都大学白浜水族館に繁
殖する多毛類についてJを発表した。
6月28日 中期計画小委員会を開いた。
7月21日一8月31日 夏休み期間中、小人(小・中学生)の入館料を無料とした。
9月21日・ 25日 第4水槽棟の水槽壁と液過槽壁のひび割れに、モルタノレを流し込んで補
修:した。
10月 3日一5日 紀本電子工業(株)が、第3水槽棟作業室に炭酸ガス計測機器関連の海水タ
ンク2基を設置した(白山義久教授との連携研究)。
10月19日・ 20日 名古屋港水族館(飼育部3名)による採集動物の一時保存のため、第3
水槽棟作業室の水槽設備を一部提供した。
11月 6日 水族館検討会を聞いた。
11月15日 カダヤシを撲滅するため、遺跡池(人工泉水)の水を抜き、底にたま
った泥をすべて捨てた。
11月20日 水族館検討会を開いた。
12月23日一l月 8日 冬休み期間中、小人(小・中学生)の入館料を無料とした。
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